


本田充紀

(論文審査結果の要旨)

固体表面上における有機分子の吸着状態に関する研究は､国内外において多くの報告が

なされているが､超高真空(uHV)中で準備された構造の良く分かっている清浄表面上におけ

る､原子ﾚﾍﾞﾙでの吸着状態の解明例は未だ少ない｡近年の走査ﾌﾟﾛ-ﾌﾞ顕微鏡(spM)の発

展に伴い､ｱﾐﾉ酸分子などの吸着状態についての報告もなされているが､ SPMでは深さ方

向の情報が得られないため､吸着種間や基板との相互作用について理解することは容易で

はない｡そこで､ Ⅹ線光電子分光(ⅩPS)など他の表面評価法を用いて､ SPMでは分からな

い有機分子やその官能基の吸着状態を明らかにすることは非常に意義深いと言える｡

本論文第3章ではまず､ Au(111)/Si(111)清浄表面､及びSi(111)√3Ⅹ√3-Au晴浄表面上

におけるｱﾐﾉ酸L-cysteine分子の吸着構造が､ L-cysteine分子のｶﾙﾎﾞｷｼﾙ官能基の

酸素原子と下地基板表面との結合の違いに起困して､異なることをⅩPS測定から明らかに

した.このことは､下地基板の表面第-層､表面超構造を制御することにより､有機分子

の吸着状態を制御できることを意味しており､ Si(111ﾄAu表面系からその指針の-部を示

した点を評価する｡

また本論文第2章で示されているように､表面の吸着種の評価および反応制御を行うた

めに､申請者は､超高真空一電気化学複合装置(uHV-CV)のCV部の設計･組み立てをも行

っており､UHV中で準備された清浄表面上の有機分子のCV測定を可能にした功旗は大きい｡

このUHV-CVを用いた､ L-cysteine分子と発光性のPTCDA分子を表面に共吸着させた系の

CV測定(ならびに､ PL測定､ xps測定)の結呆を本論文第4章で論じているo L-cysteine

分子とPTCDA分子は蒸気圧が異なるため､ UHV中で異なる蒸着源(申請者の手作り)を用い

ることにより､それらが浪合した薄膜の生成が可能になる｡

本論文では､この混合系のUHV中ｱﾆ-ﾙ後のⅩPS測定から､ pTCDA分子のﾍﾟﾘﾚﾝ周囲

の酸素が反応していること､ PL測定からｽﾍﾟｸﾄﾙ形状は変わらないが強度が減少してい

ること､を示している｡また､ CV測定から､ｱﾆ-ﾙ前には僅かな酸化還元反応が､ｱﾆ

-ﾙ後には大きくなり､酸化ﾋﾟ-ｸは1つであるが､還元ﾋﾟ-ｸの方は1stｻｲｸﾙ時は

2つ(2段階反応)､ 2ndｻｲｸﾙ時以降には1つになることを示した｡これらの結呆は､

PTCDA分子とL-cysteine分子がﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ結合した結果として説明できるが､現段階では他

の可能性を排除できるものではない｡しかしながら､今までに､本論文に示されているよ

うに､ UHV中で制御された表面上に準備された分子同士の反応を調べた報告はなく､この



UHV-CV複合装置を用いて酸化還元反応を測定できたことはﾌﾛﾝﾃｲｱの研究として非常

に意義深い｡この本論文は､生体一無機-ｲﾌﾞﾘｯﾄの解析手法としてUHV-CV複合測定と

いう新しい分野を生みだしたとも言える｡

以上のように､本論文は固体表面上の表面第-層を制御し､吸着分子同士の反応を共吸

着およびｱﾆ-ﾙという簡便な方法で行い､その評価をUHV-CVにより可能にしたものであ

る｡本研究内容は固体表面上の吸着分子を用いた反応や､無機一有機ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄの解析

手法として非常に興味深く､基礎科学にとって極めて有意義であるのみならず､工学的に

も応用分野-のﾌｧ-ｽﾄｽﾃｯﾌﾟとなる道を切り開いた価倍の高いものである｡よって

審査員-同は､本論文が博士(理学)の学位論文として価値のあるものと認め､審査結果

を合格とした｡


